
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                   

寒さが厳しい毎日。冷たい空気に触れることで自律神経は鍛えられ、病気に負けない体をつくります。お休み

の日でも天気のいい日は、積極的に外遊びをしましょう。 

２～３月は、花粉症のシーズンです。風邪の症状と紛らわしいですし、子どもはうまく症状を言えません。気

になるときは、小児科や耳鼻咽喉科などで相談しましょう。 

ほけんだより ２月号 

令和４年２月１日 

すくすくどろんこの会 

ほのおかこども園 

統括看護師：山口 友恵 

 看護師：齋藤 真由美 

大人の病気と思われがちですが、5～9歳では13.7％、10～19歳では31.4％もの子

どもが花粉症だというデータがあります。花粉症の症状があっても、熱がないなら大

丈夫、と油断しがちですが、花粉症の症状がずっと続くと不快なだけでなく、さまざま

な問題を招くおそれがあります。 

 

外遊びの際に、地面の霜などで靴が湿ってしまう場合もあります。濡れた靴が翌日

もそのままにならないよう、降園時にはご確認をお願いします。 

 ★登園についてのお願い★ 

37.5 度以上の発熱、咳、鼻水、胃腸

炎でのお休みが増えています。手洗

い・手指消毒に努め、マスク着用

（不織布）をお願いします。また、

お休みした後の登園について、お子

様の体調が戻り、解熱後 24 時間経

過し、普通便、普通食が食べれるよ

うになりましたら、登園をしてくだ

さい。病み上がりで、早退する園児

もおります。体調不良で病院で検査

を受けた場合は、ご連絡ください。 


